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する．

　必修項目　　精神保健福祉センター，精神病院等の精

神保健・医療の現場を経験すること

　（6）緩和・終末期医療

　緩和・終末期医療を必要とする患者とその家族に対

して，全人的に対応するために，

　1）心理社会的側面への配慮ができる．

2）基本的な緩和ケア（WHO方式がん柊痛治療法

を含む．）ができる．

　3）告知をめぐる諸問題への配慮ができる．

　4）死生観・宗教観などへの配慮ができる．

　必修項目　　臨終の立ち会いを経験すること

資料21：医師の臨床研修における修了等の基準に関する提言＊

医道審議会医師分科会医師臨床研修部会（2005．6．8）

1．はじめに

　医師の臨床研修については，平成12年の医師法の

一部改正により，平成16年4月より新たな臨床研修

制度が開始され，昭和43年のインターン制度廃止以

来36年ぶりに抜本的な改革が行われることとなっ

た．すなわち，診療に従事しようとするすべての医師

は，臨床研修を受けなければならない（必修化）こと

とされ，また，これに併せて，臨床研修の内容の検討

を進め，医師が，適切な指導体制のドで，医師として

の人格をかん養し，プライマリ・ケアを中心に幅広く

医師として必要な診療能力を効果的に身に付けること

ができるものとすることとされた．平成18年3月に

は新たな臨床研修制度の下での最初の研修修了者が生

まれようとしているところである．

　医師の臨床研修の修了に関しては，研修管理委員会

が，研修期間の終了に際し，臨床研修に関する当該研

修医の評価を行い，単独型臨床研修病院又は管理型臨

床研修病院の管理者（以下「管理者」という．）に対

し，当該研修医の評価を報告しなければならないこと

となっている．そして，管理者は研修管理委員会の評

価に基づき，研修医が臨床研修を修了したと認めると

きは，速やかに，当該研修医に対して，臨床研修修了

証を交付しなければならないこととなっている．

　また，研修の中断については，管理者が研修管理委

員会の勧告または本人の申し出に基づき判断を行うこ

ととなる．

　本提言は，研修管理委員会による研修医の評価及び

管理者による研修の修了，未修了あるいは中断の基準

＊http：／／www．mhlw．go．jp／shingi／2005／06／sO608－12．html
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等を示すことにより，その判断が適切に行われ，全国

で臨床研修修了者の水準の確保が図られることを目的

とするものである．

　なお，臨床研修を行う大学病院においては，臨床研

修の機会を提供するに当たって厚生労働大臣の指定を

受けることを要しないが，全国で一一定以上の臨床研修

の水準を確保するためには，大学病院においても，本

提言に示す基準に則って評価，修r，未修r及び中断

の判断を行うことが必要である．

2．修了の評価・認定についての基本的な考

　　え方

　各臨床研修病院の指定審査の際には，臨床研修協力

施設を含む研修プログラムや指導体制等が，医師とし

ての人格をかん養し，幅広く医師として必要な診療能

力を身につけることができる内容であり，指定基準を

満たしているということが既に確認されている．

　従って，評価・認定に当たっては，各研修医があら

かじめ定められた臨床研修の期間，研修プログラムに

則った研修を行い，臨床研修の到達目標が達成されて

いれば臨床研修を修rしたと認定することが適当であ

る．

　研修医の評価を行う際には，各分野における評価に

ついては担当指導医等が，研修期間を通じた評価につ

いてはプログラム責任者が行い，最終的な評価を研修

管理委員会が行う．そして，研修管理委員会の評価に

基づいて，管理者が臨床研修の修了を認定することと

なっている．臨床研修を実施している間，指導医等の

研修医の指導にあたる者は，適宜，各研修医の研修の

進捗状況を把握・評価し，修了基準に不足している部

分を補い，あらかじめ定められた期間（2年）内に臨

床研修を修了することができるよう配慮する必要があ
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る．

　研修修了の判断にあたっては，実際の研修実施期間

の評価及び臨床研修の到達目標の達成度の評価に分け

て評価を行う必要がある．なお，最終的な認定に当た

っては絶対評価を用いることとすべきである．

3．評価・認定等における関係者の役割

　3－1指導医等

　指導医は，自分の担当する各研修医ごとに臨床研修

の到達目標の達成状況を把握し，担当分野の研修期間

終r後に，研修医の評価をプログラム責任者に報告す

ることとなっている．評価にあたって指導医は，研修

医の指導を行った，あるいは研修医と共に業務を行っ

た医師，看護師その他の職員と十分情報を共有し，そ

れぞれの評価を把握した上で，責任を持って評価を行

うべきである．

　また，指導医は研修医とよく意志疎通を図り，実際

の状況と評価に乖離が生じないように努める必要があ

る．

　一方，研修医による指導医の評価も，指導医の資質

の向上に資すると考えられることから，実施すること

が望ましい．

　なお，臨床研修協力施設等における研修実施責任者

や指導者についても，指導医と同様の役割を担うべき

である．

　3－2　プログラム責任者

　プログラム責任者は，研修医ごとに臨床研修の到達

目標の達成状況を把握し，研修プログラムにあらかじ

め定められた研修期間の終了時までに，全ての研修医

が臨床研修の到達目標を達成できるよう，全研修期間

を通じて研修医の指導を行うとともに，その研修期間

の終了の際には，研修管理委員会に対して，研修医ご

とに臨床研修の到達目標の達成状況を報告することと

なっている．

　プログラム責任者は，定期的に，さらに必要に応じ

て随時各研修医の研修の進捗状況を把握・評価し，修

了基準に不足している部分についての研修が行えるよ

う指導医に情報提供する等，有効な研修が行えるよう

配慮するべきである．

　3－3　研修管理委員会

　研修管理委員会は，研修医の管理及び研修医の採

用・中断・修了の際の評価等臨床研修の実施の統括を

行うこととされ，研修期間終rに際しては，研修医の

評価を行い，管理者に対し，当該研修医の評価を報告

しなければならないこととなっている．

　また，同委員会は，研修医が臨床研修を継続するこ

とが困難であると認める場合には，当該研修医がそれ

までに受けた臨床研修に係る当該研修医の評価を行

い，管理者に対し，臨床研修の中断を勧告することが

できることとなっている．

　同委員会においても，必要に応じて指導医やプログ

ラム責任者から各研修医の研修進捗状況について情報

提供を受ける等により，各研修医の研修進捗状況を把

握，評価し，修了基準に不足している部分についての

研修が行えるようプログラム責任者や指導医に指導・

助言する等，有効な研修が行えるよう配慮するべきで

ある．

　3－4　単独型・管理型臨床研修病院の管理者

　管理者は，責任をもって，受け入れた研修医につい

てあらかじめ定められた研修期間内に臨床研修が修了

できるよう努めるべきである．

　管理者は，研修管理委員会の評価に基づき，研修医

が臨床研修を修了したと認めるときは速やかに臨床研

修修了証を交付し，修了していないと認めるときは，

速やかに当該研修医に対して，理由を付してその旨を

文書で通知しなければならないこととされている．

　また，管理者は研修管理委員会の勧告又は研修医の

申出を受けて，当該研修医の臨床研修を中断すること

ができるが，中断した場合には，当該研修医の求めに

応じて，速やかに当該研修医に対して臨床研修中断証

を交付しなければならないこととされている．なお，

このような場合においても，管理者は当該研修医に対

し，適切な進路指導を行うべきである．

4．評価方法

　4－1　研修期間中の評価

　研修期間中の評価は形成的評価をもって行うことが

重要であり，各研修医の研修内容を改善することを主

な目的とする．

　各研修医及び指導医は「臨床研修の到達目標」に記

載された個々の項目について，研修医が実際にどの程

度履修したか随時記録を行う必要がある．

　研修の進捗状況の記録については，研修医手帳を利

用するほか，イソターネットを用いた評価システムな

どの活用も考えられる．

　指導医等は定期的に，さらに必要に応じて随時研修

の進捗状況の把握・評価を行い，各研修医が修了基準

に不足している部分を研修できるよう配慮すると共

に，評価結果を研修医にも知らせ，研修医，指導スタ

ッフ間で評価を共有し，より効果的な研修へとつなげ
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るべきである．

　4－2　研修期間終了時の評価

　研修期間終了時の評価は総括的評価をもって行い，

各研修医の臨床研修修了の判断を行うことをその目的

とする．

　研修医の研修期間の終了に際し，プログラム責任者

は，研修管理委員会に対して研修医ごとの臨床研修の

目標の達成状況を報告する．その報告に基づき，研修

管理委員会は研修の修了認定の可否についての評価を

行う．

　評価は，研修実施期間の評価及び臨床研修の到達目

標の達成度の評価（経験目標等の達成度の評価，臨床

医としての適性の評価）に分けて行い，両者の基準が

満たされた時に修rと認めるべきである．

5．臨床研修の修了基準

　5－1　研修実施期間の評価

　研修医は，2年間の研修期間について，以ドに定め

る休止期間の上限を減じた日数以上の研修を実施しな

ければ修rと認められるべきではない．

　（1）休止の理由

　研修休1．1iの理由として認めるものは，傷病，妊娠，

出産，育児，その他正当な理由（研修プログラムで定

められた年次休暇を含む）とするべきである．

　（2）必要履修期間等についての基準

　研修期間（2年間）を通じた休止期間の上限は90

日（研修機関（施設）において定める休日は含めない）

とするべきである．

　各研修分野に求められている必要履修期間を満たし

ていない場合は，選択科目の期間を利用する等によ

り，あらかじめ定められた臨床研修期間内に各研修分

野の必要履修期間を満たすよう努めるべきである．

　（3）休止期間の上限を超える場合の取扱い

　研修期間終了時に当該研修医の研修の休止期間が

90日を超える場合には未修了とするべきである．こ

の場合，原則として引き続き同一一の研修プログラムで

研修を行い，90口を超えた日数分以上の日数の研修

を行うことが必要である．

　また，基本研修科目又は必修科目で必要履修期間を

満たしていない場合にも，未修了として取扱い，原則

として引き続き同一の研修プログラムで当該研修医の

研修を行い，不足する期間以上の期間の研修を行うこ

とが必要である．

　（4）その他

　プログラム責任者は，研修休止の理由の正当性を判

定し，履修期間の把握を行うべきである．研修医が修

了基準を満たさなくなる恐れがある場合には，事前に

研修管理委員会に報告・相談するなどして，対策を講

じ，当該研修医があらかじめ定められた臨床研修期間

内に研修を修了できるように努めるべきである．

　5－2　臨床研修の到達目標（臨床医としての適性を

　　除く）の達成度の評価

　研修の達成度の評価においては，あらかじめ定めら

れた研修期間を通じ，各到達目標について達成したか

否かの評価を行い，少なくともすべての必修項目につ

いて目標を達成しなければ，修了として認めるべきで

はない．

　個々の到達目標については，研修医が医療の安全を

確保し，かつ，患者に不安を与えずに行うことができ

る場合に当該項目を達成したと考えるべきである．

　5－3　臨床医としての適性の評価

　管理者は，研修医が以ドに定める各項目に該当する

場合は修了と認めるべきではない．

　なお，臨床医としての適性の評価は非常に困難であ

り，極めて慎重な検討が必要である．原則として，当

該研修医が最初に臨床研修を行った臨床研修病院にお

いては，その程度が著しい場合を除き臨床医としての

適性の判断を行うことは困難である．少なくとも複数

の臨床研修病院における臨床研修を経た後に評価を行

うことが望ましい．

　（1）安心，安全な医療の提供ができない場合

　医療安全の確保が危ぶまれる，あるいは患者との意

志疎通に欠け不安感を与える場合等には，まず，指導

医が中心となって，当該研修医が患者に被害を及ぼさ

ないよう十分注意しながら，指導・教育すべきであ

る．十分な指導にも関わらず，改善せず，患者に被害

を及ぼす恐れがある場合には，未修了，中断の判断も

やむを得ないものとする．

　一般常識を逸脱する，就業規則を遵守できない，

チーム医療を乱す等の問題に関しては，まず当該臨床

研修病院において，十分指導・教育すべきである．原

則としてあらかじめ定められた臨床研修期間を通して

指導・教育し，それでもなお，医療の適切な遂行に支

障を来す場合には，未修了もしくは中断とすることも

やむを得ないものとする．

　また，重大な傷病によって適切な診療行為が行えず

医療安全の確保が危ぶまれる，あるいは患者に不安感

を与える等の場合にも未修了，中断の判断もやむを得

ない．なお，傷病又はそれに起因する障害等により当

該臨床研修病院では研修不可能であるが，それを補
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完・支援する環境が整っている他の臨床研修病院では

研修可能な場合には，管理者は，当該研修医が中断を

して病院を移ることを可能とすべきである．

　（2）法令・規則が遵守できない者

　医道審議会の処分対象となる者の場合には，「行政

処分を受けた医師に対する再教育に関する検討会」の

議論に基づく再教育を行うことになる．再教育にも関

わらず改善せず，患者に被害を及ぼす恐れがある場合

には，未修了，中断の判断もやむを得ないものとす

る．

6．臨床研修の中断・未修了について

　6－1　基本的な考え方

　臨床研修の中断とは，現に臨床研修を受けている研

修医について研修プログラムに定められた研修期間の

途中で臨床研修を中止することをいうものであり，原

則として病院を変更して研修を再開することを前提と

したものである．

　臨床研修の未修了とは，研修医の研修期間の終了に

際する評価において，研修医が臨床研修の修了基準を

満たしていない等の理由により，管理者が当該研修医

の臨床研修を修了したと認めないことをいうものであ

り，原則として，引き続き同一の研修プログラムで研

修を行うことを前提としたものである．

　研修プログラムを提供している管理者及び研修管理

委員会には，あらかじめ定められた研修期間内に研修

医に臨床研修を修了させる責任があり，安易に未修了

や中断の扱いを行うべきではない．

　やむを得ず研修の中断や未修了の検討を行う際に

は，管理者及び研修管理委員会は当該研修医及び研修

指導関係者と十分話し合い，当該研修医の研修に関す

る正確な情報を十分に把握する必要がある．さらに，

研修医が臨床研修を継続できる方法がないか検討し，

研修医に対し必要な支援を行う必要がある．

　これらを通じて，中断・未修了という判断に至る場

合にも当該研修医が納得するよう努めるべきである．

なお，この様な場合においては，経緯や状況等の記録

を残しておくべきである．また，必要に応じて事前に

地方厚生局に相談をするべきである．

　6－2中断

　（1）基準

　中断には，「研修医が臨床研修を継続することが困

難であると研修管理委員会が評価，勧告した場合」と

「研修医から管理者に申し出た場合」の2通りある．

　管理者が臨床研修の中断を認めるには，以下のよう

なやむを得ない場合に限るべきであり，例えば，臨床

研修病院または研修医による不満のように，改善の余

地があるものは認めるべきではない．

　（1）当該臨床研修病院の廃院，指定取り消しその

他の理由により，当該研修病院が認定を受けた研修プ

ログラムの実施が不可能な場合．

　（2）研修医が臨床医としての適性を欠き，当該臨

床研修病院の指導・教育によっても改善が不可能な場

合．

　（3）妊娠，出産，育児，傷病等の理由により研修

を長期にわたり休止し，そのため修了に必要な研修実

施期間を満たすことができない場合であって，研修を

再開するときに，当該研修医の履修する研修プログラ

ムの変更，廃止等により同様の研修プログラムに復帰

することが不可能であると見込まれる場合．

　（4）その他正当な理由がある場合

　（2）中断した場合

　管理者は，当該研修医の求めに応じて，速やかに，

当該研修医に対して臨床研修中断証を交付しなければ

ならない．この時，管理者は，研修医の求めに応じ

て，他の臨床研修病院を紹介する等臨床研修の再開の

ための支援を行う必要がある．また，管理者は中断し

た旨を所管の地方厚生局に報告する必要がある．

　（3）臨床研修の再開

　臨床研修を中断した者は，自己の希望する臨床研修

病院に，臨床研修中断証を添えて，臨床研修の再開を

申し込むことができるが，研修再開の申し込みを受け

た臨床研修病院の管理者は，研修の修了基準を満たす

ための研修スケジュール等を地方厚生局に提出する必

要がある．

　6－3未修了

　未修rとした場合，当該研修医は原則として引き続

き同一の研修プログラムで研修を継続することとなる

が，その場合には，研修プログラムの定員を超えてし

まう事もあり得ることから，指導医1人当たりの研

修医数や研修医1人当たりの症例数等について，研

修プログラムに支障を来さないよう，十分な配慮が必

要である．

　また，この時，管理者は，当該研修医が臨床研修の

修了基準を満たすための研修スケジュールを地方厚生

局に提出する必要がある。


